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本校の特色

文部科学省研究開発学校（H25年度～ H28年度）
～見方・考え方を育む指導と評価の在り方の追究～

『2領域カリキュラム』教科学習＋創造活動

＊卒業生や教員の活躍状況の追跡調査は未実施



教科学習 外国語科を含む10教科

〇教科の本質に迫り、自分にとって意味ある知の創造

〇主体的、共感・協同的、創造的な子どもの姿を実現する

［授業づくりの３つのしかけ］

「志向」のしかけ

「共感・協同」のしかけ

「有用」のしかけ

［姿を表出させる状況づくり］

児童が「感受」する姿

「想像」する姿

「意味付け」する姿

［評価の観点］ 各教科の本質を問う

①主体的な態度 * 何ができるようになるか

②共感的・協同的な態度 * 何を学ぶのか

③知を創造していく過程 * どのように学ぶのか

での見方・考え方 * どのような集団で学ぶのか

④知識・理解・技能



創造活動 道徳・特別活動・総合的な学習の時間を統合

〇縦割り創造活動（１年から 6年までの異学年活動）
与え られ た価値 を学ん で行く

のでは なく 、子ど もたち の切実
な課題 設定 に基づ き、異 学年集
団の関 わり の中で 様々な 価値を
創造していく活動。
「ひと・もの・こと」と関わり
ながら 価値 を見出 し、多 様な見
方・考え方を獲得していく。 【異学年縦割り活動】

〇学級創造活動（同学年集団での個人追究活動）
同学 年に よる集 団で日 常的な

課題を 話し 合って 解決し たり、
個々の 思い や願い に基づ いた個
人追究を行ったりする活動。
４年生以上は、隔週に１回「附

小隊活 動」 として チーム を編成
し、自 主的 に学校 をよく するた
めの活動を行う。 【個人追究活動】

〇校 時表・ 週行事 表
｢縦割り創造活動 ｣は、火

～金曜日に４５分間の時間
を確保し，児童の意識が連
続できるようにした。また、
毎月１回は、ダイナミック
な 体 験 活 動 が で き る よ う
に、３時間連続の創造活動
の時間を設定している。
｢学級創造活動 ｣は、毎日、

２校時と３校時の間に２５
分間を確保している。３年
生以上は、月曜日の２校時
にも時間を確保している。

【週行事表】



地域への貢献 県内外の教育モデル校として

【教育委員会や公立学校への貢献】

・毎年、参会者人数延べ2000名を超える研究発表会の開催

・長期研修員教養研修や指導改善研修等への協力

・教職１年・ 5年研修会に指導者を派遣

・文部科学省指導主事会での実践資料の提供

・他県からの研修生の受け入れや公立校教員への授業公開

【教育研究諸団体への貢献】

・香川県小学校教育研究会等の事務局運営への協力

・県内外で開催される教科研究会等での指導・助言・講演

・教育諸団体からの要請による各種委員として協力 他

大学との連携 教員養成大学附属学校として

・校内研究や研究会に向けての大学教員との共同研究

・教科教育法等での合同授業実践

・国内外の教育視察団の受け入れや大学生との交流会

・昼休みの時間等に児童との交流を図る特活概論への協力

・ ﾀｸﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ、陸上練習、校外学習等での大学生の参加

【教員、大学生、児童他、約 200名が高松祭りに参加】


